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理　事　長　挨　拶

盛夏の候、組合員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び

申し上げます。平素は当土地改良区の運営並びに業務の推進に、深いご理解と

格別のご支援を賜っておりますこと心より厚くお礼申し上げます。

世界を震撼させたコロナウイルスも5類に分類され、少しずつ以前の状態に

戻りつつあります。しかしながら、日本では能登半島、世界ではトルコを中心

とした大きな地震、そして1年以上続くウクライナとロシアの問題など多くの

大変なことが起こっており、一日も早く平穏な日常が戻ることを祈っております。

今年のかんがい状況ですが、昨年10月から3月までの降雨が平成16年以降

の20年間で二番めに少なく、安濃ダムの貯水率が81％でかんがい期を迎えま

した。その後、4月から5月にかけて少し降雨があったものの、5月末には節水

が必要となる40％近くまで減少し、心配していましたところ、6月上旬の台風

2号と例年になく早い梅雨入りに加え、組合員の皆様のご協力のおかげで2年

ぶりに通常給水を行うことができました。令和元年度から開始した地区水利委

員制度は、4年を経過し令和5年4月時点で56組織、約1,665haの面積で活動

していただいています。水利委員を務めていただきました皆様にはたいへんありがとうございました。おか

げで水の減り方がずいぶん少なくなったため池など効果も見え始めており、ありがたいことだと感謝してい

ます。管内の営農状況も変化してきており、用水管理の方法等も変化が必要であると考えています。

さて、東海農政局木曽川水系土地改良調査管理事務所中勢支所において平成24年度より進めていただい

ておりました国営施設機能保全事業「中勢用水地区」も今年度で完了となる予定です。この事業により安濃

ダムに堆積した土砂13万m3の掘削、第三頭首工の修繕、安濃ダムの操作設備や取水ゲートなども更新して

いただきました。持続的な安定給水のためには施設の計画的な更新・修繕は大変重要なことであり、農林水

産省の皆様にはお世話をおかけし、たいへん感謝しております。しかしながら、ダムにはまだ100万m3を

超える土砂が堆積しており、抜本的な堆砂除去のための事業化に向け、同事務所において地区調査を実施し

ていただいています。堆砂対策だけでなく、この地域に必要なことを国営事業として実施していただけるよ

う関係する皆様のお力添えをいただきながら、今後時間をかけ議論してまいりたいと考えています。国営事

業要件である3,000ha確保の課題もありますが、当土地改良区も努力してまいりたいと考えていますので組

合員の皆様にはご協力のほどお願いいたします。

また、国営事業の受益地になっていながら効果が発現されていない高野尾周辺の畑地帯について、モデル

的に県営事業として畑地かんがい事業が始まり、来年度には一部給水可能となる予定です。受益者の皆様か

らは少しでも早い時期の給水を要望されており、高野尾地域に以前の活気が戻ることを期待しております。

加えて、ここ数年で漏水対策や機器の老朽化に伴う更新の費用が右肩上がりとなってきたことから、長寿

命化のための県営事業を実施していただいており、農業者負担分が改良区運営に及ぼす影響を危惧しており

ましたが、令和4年度の補正予算から三重県、津市、亀山市のご努力により、負担率を合わせて5.5％増加

していただけることとなり、大変ありがたく感謝しております。しかしながら、7％の負担は今後も続くこ

ととなりますので、当改良区も努力しなければいけないと考えております。組合員の皆様にも円滑に工事が

推進できますようご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

なお、小水力発電の状況ですが、3年連続で3,000万円を超える売電実績となりました。改良区が管理す

る施設の維持管理費の軽減につながるよう発電施設の安定した稼働に努めてまいりたいと考えています。

最後になりましたが、今後豪雨災害等が無く稲が無事に収穫できますよう祈念するとともに、役職員一丸

となりより良い改良区運営を行い、土地改良区の使命達成に向け努力してまいりたいと考えていますので、

組合員の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

田村　宗博

中勢用水土地改良区理事長
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挨　　　　拶

中勢用水土地改良区の組合員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこ

ととお喜び申し上げます。

平素は、本県農政、とりわけ農業農村整備の推進に多大なるご尽力を賜り厚

く御礼申し上げます。

本年４月より農林水産部長を拝命いたしました中野敦子でございます。

微力ではございますが、農林水産業の発展に全力を尽くす所存でございます

ので、一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

県では、国の土地改良長期計画をはじめとする施策を踏まえて策定した「三

重県農業農村整備計画」に基づき、持続的な農業の発展に向け、農地の大区画

化の推進やICT等の省力化技術の導入などによるスマート農業に適した生産基

盤の整備を進めるとともに、防災の日常化の定着に向け、ハザードマップを活

用した防災訓練等の適切な避難行動につなげるソフト対策や、ため池・排水機

場の耐震化等のハード対策により、ソフト・ハードの両面から総合的かつ効果

的な防災・減災対策を進めています。

中勢用水土地改良区におかれましては、改良区が管理する農業水利施設につ

いて、草刈や施設の操作管理など、適切な維持管理を行うことにより、農業水

利施設の有する洪水調節機能等の多面的機能が発揮されることを目的とした、

水利施設管理強化事業を令和５年度より活用していただいているところです。

また、近年の台風等により大量の土砂が流入し、堆砂したことで貯水能力が

低下した安濃ダムの機能回復など、総合的な農地防災対策を着実に進めるため、

国営総合農地防災事業「伊勢平野中央地区」の地区調査が令和３年度から実施

されています。引き続き、国と連携しながら早期の事業化に向けて取り組んで

まいります。

今後も皆さまにおかれましては、こうした取組の着実な実施に向けたご理解、

ご協力をいただきますとともに、引き続きご支援のほど、よろしくお願いいた

します。

最後になりましたが、中勢用水土地改良区の益々のご発展と組合員の皆さま

のより一層のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。

中野　敦子

三重県農林水産部長
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第１号議案　令和３年度事業報告の承認について

第２号議案　令和３年度公益事業会計収支決算の承認について

第３号議案　令和３年度収益事業会計収支決算の承認について

第４号議案　令和３年度会計財務諸表総括及び財産目録の承認について

　　　■　独立監査人の監査報告

　　　■　監事会の監査報告

　　　■　負担金徴収委員会報告

第５号議案　令和４年度公益事業会計補正収支予算の議決について

第６号議案　令和４年度収益事業会計補正収支予算の議決について

　　　■　用水管理委員会報告

第７号議案　会計細則の一部改正について

令和４年度臨時総代会開催� （令和４年９月28日）　　

総 務 課 発 信

第52回通常総代会開催� （令和５年３月１日）　　

第１号議案　会計細則の一部改正の議決について

第２号議案　令和４年度公益事業会計第２回補正収支予算の議決について

第３号議案　令和４年度収益事業会計第２回補正収支予算の議決について

　　　■　令和４年度上期監査報告

第４号議案　令和５年度事業計画の議決について

　　　■　用水管理委員会報告

第５号議案　令和５年度水利施設管理強化事業申請の議決について

第６号議案　令和５年度公益事業会計収支予算の議決について

第７号議案　令和５年度収益事業会計収支予算の議決について

第８号議案　令和５年度賦課金の額、賦課徴収の時期及び方法の議決について

第９号議案　令和５年度負担金の額及び請求の時期の議決について

第10号議案　令和５年度農地転用等地区除外決済金の額の議決について

第11号議案　令和５年度歳計現金の預入先金融機関の議決について

第12号議案　賦課金等徴収規程の一部改正の議決について

第13号議案　賦課金等の不納欠損処分の議決について

　　　■　負担金徴収委員会報告

　本土地改良区は、定款及び諸規程の定めるところに従いその目的を達成するため、令和５年度において次
の事業を実施する。

１　会議の開催
　（１）総代会	 通常総代会	 令和６年３月
	 臨時総代会	 （必要に応じ開催する）
　（２）役員会	 理事会	 　　定期２回（その他必要に応じ開催）
	 監事会	 　　定期２回（その他必要に応じ開催）
	 代表理事会	 　　定期２回（その他必要に応じ開催）
	 負担金徴収委員会	 定期１回（その他必要に応じ開催）
	 用水管理委員会	 定期１回（渇水対策等必要に応じ開催）

２　国営事業実施に対する協力
　　国営施設機能保全事業中勢用水地区の実施に伴う協力。

令和５年度事業計画令和５年度事業計画
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３　県営事業実施に対する協力
　　安濃ダム県管理事業の実施に伴う協力。

４　関係機関の連携強化と提案活動
　　施設維持管理上発生する諸問題を解決するため、関係機関との連携を密にして国、県及び市に提案等を行う。

５　広報活動の充実
　�　「中勢用水だより」の発行及びホームページにダム貯水量など組合員に有効な情報を掲載するとともに

関係者会議等を通じて広報活動に努める。

６　地域及び社会への貢献
　�　三重大学生物資源学部との共催で農業や農業用水にかかる出前授業を管内の小学生に行い、地域及び社

会への貢献を図る。

７　組合員台帳の整理と賦課徴収業務の実施
　�　組合員名簿及び土地原簿並びに受益地番図の調製と更新を行うとともに、通水地区を対象に経常費の賦

課徴収及び未収対策を適正に実施する。

８　多面的機能支払交付金活動への支援
　�　受益地内での活動を広げるべく、活動開始までの支援を行う。

９　農業用施設の老朽化対策の啓発
　�　ほ場内の施設の老朽化対策として、農地中間管理機構関連農地整備事業などについて関係機関と共に啓

発を図り、パイプライン化等の推進を図る。

10　未通水地域への事業の普及・啓発
　�　主に未通水の畑地帯において、営農意欲のある農業者を中心に啓発を図り、関係機関と共に事業効果発

現に努める。

11　用水施設の維持管理
　�　国営幹線水路20.2km及び県営支線水路100.2kmと付帯施設、安濃川の頭首工及び小水力発電施設の維

持管理と用水管理を行うとともに、非常時の漏水対策事業や、補修事業を関係市と連携をとり適切に実施
する。

12　維持管理施設の長寿命化対策の推進
　�　県営施設の老朽化が進み、漏水事故が増加していることから、県営事業の推進を図ると共に、頭首工に
ついては県の調査が完了次第、事業化に向け関係機関との調整を行う。

13　作付情報の共有
　�　近年の政策誘導により、飼料米など多様な作物の作付が行われているため、かんがい期間前に可能な限

り作付計画を把握し、適切な配水に努める。

14　節水対策の普及・啓発
　�　近年の渇水傾向を鑑み、地区水利委員制度を推進し節水対策について普及・啓発に努める。

15　用水管理体制の充実
　�　配水計画に基づき供給主導型の安定した用水管理が行われることを目的に、通水地域の水利組合等代表

者と通水日程調整会議等を開催する。

16　配水計画
　（１）�本年度の配水計画を定める。ただし、かんがい期の始期、終期及び配水量は実態に合わせて変更す

る場合がある。
　（２）用水期間中の利水の調整に関すること。
　　�　かんがい期間中、安濃ダムの貯留量が40％を切ることが予測される場合には、その時期や気象予報

等を勘案のうえ、50％節水を実施するほか、更に20％を下回るおそれがある場合は補給を停止する。
なお、この要否決定は、利水調整規程第10条に基づき迅速に専決できるものとする。

（各課の主業務）

　総務課…総代選挙、役員選任、賦課、農地転用等各種手続き、会計経理等に関する業務

　企画工務課…国営事業調整、計画調査、広報、小水力発電所等に関する業務

　施設管理課…通水調整、施設の維持管理、緊急漏水対応、他事業調整等に関する業務

事務局組織
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歳出　280,124,757円歳入　280,124,757円

歳入　272,368,185円 歳出　272,368,185円

令和３年度  収支決算

令和５年度  収支予算

（単位：円）

（単位：円）

歳出　30,226,623円歳入　30,226,623円

歳入　36,000,500円 歳出　36,000,500円

令和３年度  発電収支決算

令和５年度  発電収支予算

収益事業会計

収益事業会計

公益事業会計

公益事業会計

（単位：円）

（単位：円）

一般管理費
29,090,972

支払利息
1,526,527

借入金返済支出
32,070,571

土地改良事業
負担金支出
27,213,500

経常賦課金
113,506,364

特定資産積立支出
22,270,060

土地改良事業費
99,841,629

特別賦課金
（独立行政法人）

147,887

農地転用決済金
21,558,381

経常負担金（2市）
13,131,926

特別負担金
54,855,548

附帯事業収入
1,121,790

補助金等収入
1,920,000

交付金等収入
7,200,000

雑収入
1,164,716

収益事業会計繰入金
7,144,575

特定資産取崩収入
347,463

収益事業会計繰出金
0

経常賦課金
114,397,362

農地転用決済金
1,500,000

一般管理費
25,160,000

予備費
43,188,707

特定資産
積立支出
26,543,000

雑支出
100,000

雑支出
3,435

収益事業会計繰出額
1,000,000

支払利息
535,874

借入金返済支出
16,443,104

土地改良事業
負担金支出
46,507,500

固定資産取得支出
0

繰越金
0

特別負担金
42,396,322

業務受託料収入
0

附帯事業収入
1,044,500

特定資産
運用収入
400,000

特定資産運用収入
487,379

補助金等収入
6,540,000

交付金収入
1,800,000

雑収入
1,879,063

特定資産
取崩収入
20,915,305

収益事業会計繰入金
12,702,792

経常負担金
（2市）

13,021,148

繰越金
55,596,842

特別賦課金
（独立行政法人）

174,851

土地改良事業費
112,890,000

繰越金
57,538,728

繰越金
67,705,463

予備費
0

予備費
0

発電事業収入
30,225,661

雑収入
153

繰越金
0

発電事業費
13,325,939

発電事業収入
35,000,000

特定資産運用収入
400

特定資産運用収入
809

雑収入  100 公益事業会計繰入金
1,000,000

公益事業会計繰入金
0

特定資産
取崩収入

0

特定資産
取崩収入

0

繰越金
0

発電事業費支出
21,741,708

一般管理費
1,552,000

一般管理費
1,705,300

固定資産
取得支出

0

固定資産
取得支出

0

固定資産取得支出
402,600

特定資産
積立支出

4,000

特定資産
積立支出
8,050,809

国庫納付金支出
0

国庫納付金支出
0

公益事業会計繰出
12,702,792

公益事業会計繰出
7,144,575

繰越金
0

繰越金
0

予備費
0
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　　令和５年度　経常賦課金について　　　　　　　　　　　　
 （令和５年３月１日通常総代会可決）

令和５年度　経常賦課金　　　4,100円/10a

賦課金の納付期限及び口座振替日は 令和５年10月16日㈪です。

○ 口座振替ご利用の方へ　【百五銀行・JA津安芸】

　振替日前に口座残高の確認をお願いします。

　領収書が必要な方には別途発行いたしますので、ご連絡下さい。

○ 賦課金を口座振替にしたい方、口座の名義、番号を変更したい方もご連絡下さい。

※下記地区の組合員の皆様については、地区徴収委託契約を行っております。

　賦課金の納付は地区で取りまとめて頂いておりますので、ご注意ください。

【対象地区】

　旧芸濃町…雲林院地区、雲林院南山地区

　旧津市…分部地下地区、産品地区、一身田中野地区、一身田西豊野谷地区、一身田東豊野田端地区

　亀山市…三寺地区

賦課金を納期内に納付されない組合員に対して、督促状を送付しております。督促には手数料

として500円が加算されますので納期内での納付をお願いします。

一年以上経過して納付されない場合は、滞納処分の対象となりますので、ご留意願います。

　　令和５年度　農地転用などについて　　　　　　　　　　　
（令和５年３月１日通常総代会可決）

　○ 農地転用決済金額　　　国営事業直掛り地区	 415円/㎡

　　　　　　　　　　　　　その他（国営県営事業掛り地区）	 420円/㎡

　○ 地 区 除 外　　　農振農用地区域では原則的に除外できません。

　　　　　　　　　　　　　詳しくは津市農林水産部にご相談下さい。

農地転用等による地区除外の決済金について

　中勢用水土地改良区の地区内農地を宅地・商工業用地等の農地以外に転用する場合、土地改良法第42条2

項に規定する手続きを必要とするもので、土地改良事業に要する残存農地の加重負担額を転用時に清算する

ものです。

　なお、公共事業用地（道路、学校の敷地等）として買収・寄付する場合も同様です。したがって、用地買

収の交渉の時点で当事者間で決済金の納付について十分に調整し、未納にならないようお願いします。

農地転用等決済金の納付及び農地の権利移動の届出をしないと毎年度賦課金を納めなければなりません。

　組合員の資格等の変更があった場合
　　・相続・贈与・経営移譲（農業者年金受給等）があった場合

　　・農地の売買・交換・貸借等があった場合

　　・住所や氏名に変更があった場合

　　変更届（組合員資格得喪通知書）の提出をお願いします。

　土地改良区の台帳は他の公共機関（法務局・農業委員会等）の手続きでは、変更できません。

　変更の届出がない場合はそのまま賦課されますので、ご注意ください。

　水土里ネット中勢ホームページより各種申請書様式（PDF）がダウンロードできますので、ご利用下さい。

　　こんな時は必ず届出が必要です。
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日頃より、組合員の皆様方及び各関係機関の方々には、改良区運営にご理解とご協力を頂きありがとうご

ざいます。

さて、安濃ダムの貯水状況ですが、前年の9月後半から秋雨前線と二つの台風の影響で比較的早く出水期

に設定されている管理水位に到達し、11月末には貯水位170.06ｍ（貯水率90.6％）まで回復しました。しかし、

冬季の降雨量は例年少ないとはいえ、令和3年度に続き極端に少なかったことから、安濃ダム流域からの流

入量も非常に乏しく、2月末には、168.30ｍ（貯水率82.4％）まで低下していました。期待した3月の降雨も、

平年の3分の2程度にとどまり、3月末時点で満水位より3ｍ以上低い168.13ｍ（貯水率81.6％）でかんがい

期を迎えることとなりました。【4月1日時点の平均貯水率98％】

ただ、4月はタイミングよく雨が降り、比較的安濃ダムの水位低下速度が緩く推移したことから、前年度

のような大型連休前での50％節水などの対策は行わずにすみました。（4月28日時点：貯水位162.62ｍ　貯

水率59.3％）

連休明けに貯水率48.4％となり、50％節水の検討をしていましたが、水需要が増える週末毎に雨が降る天

候が続き、貯水量の回復にはいたらないものの、貯水率50％前後を維持することができました。さらに5月

末には台風2号の影響で梅雨前線が例年より早く上昇し、そのまま梅雨入りしたことで、まとまった降雨と

なり、通常補給を続けることができました。

6月に入ってからも、台風3号などの影響でぐずついた天候が続き、6月半ばには166.10ｍ（貯水率

72.9％）まで回復したことから、中干し以降の水を確保することができました。貯水量は回復しましたが、

組合員の皆様には引き続き、節水にご協力頂きますようお願いします。

令和５年度　用水管理状況について令和５年度　用水管理状況について

安濃ダム　H30～R5  貯水位（量）及び月別雨量 満水量 980万㎥
（EL172.00～134.60ｍ）

施設管理課発信
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☆県営基幹水利施設ストックマネジメント事業の着工について　�

県営造成施設の老朽化対策として「県営水利施設等保全高度化事業・基幹水利施設ストックマネジメント

事業」が令和４年度より本格的に始まりました。施工時期が早く、現在漏水が多々発生している管路、運用

から30年経過し、部品交換が困難となっている水管理システムなど、順次整備・更新して頂く予定です。

☆県営水利施設等保全高度化事業（高野尾花木の里地区）　�

令和2年度に事業採択された県営水利施設等保全高度化事業「高野尾花

木の里地区」は、令和4年度よりパイプライン埋設工事が始まりました。

高野尾地内で花木、野菜、果樹等へのかんがい用水施設として2～3年

後の完成を目指し工事を進めて頂きます。

漏水箇所の補修（中支線φ600㎜  ２箇所）

漏水が多発している中支線水路

流量計の更新（上野支線  ２箇所）

水管理システムの保守点検

既設県営水管理システム（平成6年度から運用）

空気弁の更新（中支線  ５箇所）

令和４年度は農業水路等長寿命化・防災減災事業、市単事業等を活用し施設の整備・補修等を実施しました。

令和４年度の維持管理施設の点検整備について令和４年度の維持管理施設の点検整備について
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　小学校への出前授業（第４回目）　小学校への出前授業（第４回目）
子供たちに農業や農業用水について関心をもってもらうための出前授業を

三重大学生物資源学部との共催で安東小学校にご協力頂き、令和５年２月９日

に実施しました。

久々の対面で出前授業ができ、子供たちも元気いっぱいに授業をうけてい

ました。

　農林水産省OBと草刈り作業　農林水産省OBと草刈り作業
令和４年10月４日に農林水産省OBで組織しているNPO法人「美しい田

園21」が、地域貢献活動として当改良区管理施設の草刈り作業を改良区職

員とともに行いました。

　令和４年度中勢用水小水力発電所実績　令和４年度中勢用水小水力発電所実績
令和4年度の中勢用水小水力発電の運転は、4月～5月にかけて降雨が少なく、

安濃ダムの水位低下により発電量は低調であったが、7月以降は順調に発電を行

うことができ、前年同様の約97万kwh（計画比100％）の発電量を得ることがで

きました。

企画工務課発信

就　任　挨　拶就　任　挨　拶

� 中勢用水土地改良区　　 　　　　　　

� 事務局次長　杉井　孝充　

盛夏の候、中勢用水土地改良区組合員の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し

上げます。

このたび、４月１日付けをもちまして中勢用水土地改良区にお世話になることとなりました。もとよ

り微力ではございますが、管内の農業農村に少しでも活力が生まれますよう努力する所存でございます

ので、一層のご指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

さて、ウクライナ情勢や円安など、不安定な世界情勢を背景として燃油や生産資材の価格上昇や電力

料金の急激な高騰を受ける中、食料安定供給の確保が注目されており、農業の持続的な発展に向けた取

組が、ますます重要となっています。

このような中、当土地改良区が管理する国営施設や県営施設は昭和から平成にかけて建設されており、

計画的な点検や補修等により長寿命化を図っているところです。また、中勢用水の水源である安濃ダム

に堆積した土砂により低下した貯水機能の回復についても、令和３年度より国営「伊勢平野中央地区」

の地区調査を実施していただいていますので、国と連携しながら早期の事業化に向けて取り組んでまい

ります。

ここ５年で３年節水を余儀なくされており、渇水対策の頻度が増してきております。当改良区におき

ましても、皆様に農業用水を安定して給水できるよう施設の維持管理を行っておりますが、限りある資

源でございますので施設管理だけの対応では困難になってきております。組合員の皆様におかれまして

は今まで以上に用水の効率的な活用をお願いいたします。

今後とも職員が一丸となり、土地改良施設の維持管理や現場の需要に応じた農業用水の安定供給に努

めてまいりますので、組合員の皆様のご支援とご協力をお願いいたします。
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国営施設機能保全事業「中勢用水地区」について国営施設機能保全事業「中勢用水地区」について

課 外 発 信

◎国営施設機能保全事業「中勢用水地区」について
日頃から、国営施設機能保全事業「中勢用水地区」の事業推進にご理解・ご協力賜り

ありがとうございます。
本事業は、地域農業の基幹施設である安濃ダム、第三頭首工及び用水路等の機能保全

を図ることを目的として平成24年度に着手し、これまでに、安濃ダム堆砂対策及び管理
設備、第三頭首工、用水路設備等の整備を行い、安濃ダム堆砂対策においては、昨年度、
本事業の計画掘削量の約13万㎥を掘削することが出来ました。

令和５年度は、ダム堆積土砂の搬出先である盛土場の整備、ダム取水設備の補修（ゲー
ト据付等）、用水路設備の整備及びダム管理所等の補修を行い事業完了する予定です。

＜安濃ダム堆砂対策＞

＜安濃ダム取水設備の補修＞

堆積土砂掘削状況

＜用水路設備の整備＞

取水口ゲートの更新 取水ゲートの更新

盛土場整備状況



■ 発行所/中勢用水土地改良区　三重県津市納所町520	 TEL （059）224-1307　FAX 226-8221  E-mail:cyuusei＠ztv.ne.jp

■ 印　刷/伊藤印刷株式会社　三重県津市大門32-13	 TEL （059）226-2545　FAX 223-2862

安濃ダムは、農業専用の利水ダムでありながら、台風の襲来や前線の通過、急な集中豪雨等が予

測され、ダムの空き容量を超える流入が見込まれる場合において、中勢用水土地改良区をはじめ関

係者方々のご理解とご協力により、予めダムの空き容量を確保しておく「事前放流」を行うことと

していますが、場合によっては「晴天時など」の雨が降る前から放流を開始することも予想されます。

放流する際は、あらかじめ河川パトロールと警報サイレンによる周知を行いますが、降雨が予想

されるとき、また雲行きが怪しいと感じたら、安濃川には立ち入らないよう、みなさまご自身の安

全確保のための行動をお願いします。

� 三重県津農林水産事務所安濃ダム管理室（安濃ダム管理事務所）

み
な
さ
ま
へ
の
お
願
い

「中勢用水だより」の発行について

脱炭素社会の実現を目指し、地球温暖化対策の推進に関する法律に既定された国民並びに事業者の責務か

ら、書籍や新聞紙のような紙媒体（有形物）のものは、電子書籍や何新聞電子版といった電子媒体（無形物）

のものへと社会は変容しています。当改良区といたしましても、これまで印刷物であった「中勢用水だより」

の送付は、業務の効率化や経費節減の観点からも、次年度から「中勢用水ホームページ」への掲載に代えさ

せていただくこととしました（しばらくの間は、必要とされる方には従来の印刷版をご用意しますのでお申

し付けください。）。

当改良区管内各地域の組合員を代表される総代並びに役員各位（127名）にアンケートを行いましたところ、「賛成」、

「どちらとも」と回答された方が多数を占めたことから、「中勢用水だより」は電子版に移行させて頂きます。（アンケー

ト結果につきましては、ホームページに記載しております。）

				    ■中勢用水土地改良区ホームページ　https://www.ztv.ne.jp/web/cyuusei/

				    ■スマートフォン用QRコード


